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今週のキーワード

ペロブスカイト高効率化
タンデム型で記録更新、安定性向上と商業化加速

12
件

記事数

4
カ国

対象国

34.85
%

最高効率

907
W

最高出力

今週の全12記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 加速劣化試験の有用性 学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

加速劣化試験が屋外環境の劣化プロセスを再現し、寿
命予測に有効であることを実証。相分離、銅腐食、エ
ッジパターンが主要劣化メカニズム。

#02
GSH添加で効率・安定
性向上

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

グルタチオン添加により逆型PSCの効率26.17%と安
定性を大幅向上。ミニモジュールで23.14%を達成し
、化学的保護とレドックス自己修復メカニズムを解明
。

#03
Hanwha
Qcellsタンデム開発

企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Hanwha Qcellsが韓国政府主導で商業規模のペロブス
カイト/シリコンタンデムモジュール開発を主導。202
9年商業化、効率28%以上、面積1.7m²以上を目指す
。

#04
LONGi
34.85%効率達成

新技術発
表

●●●●
○

●●○○
○

●●●●
●

●●●●
●

●●●●
○

LONGiがペロブスカイト/結晶シリコン2端子タンデム
太陽電池でNREL認証34.85%の世界最高変換効率を
達成。単一接合シリコンの理論限界を大幅に超える。

#05
P-CIGSタンデム25.5
%効率

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ドイツの研究者がペロブスカイト-CIGSタンデム太陽
電池で25.5%の世界記録変換効率を達成。薄膜技術の
融合による高効率化の可能性を示す。

#06
Trinasolar
907Wモジュール

新製品発
表

●●●●
○

●●●○
○

●●●●
●

●●●●
○

●●●●
○

Trinasolarがペロブスカイト/結晶シリコンタンデムモ
ジュールで907W出力と29.2%全面積効率の世界記録
を達成。210mm大面積技術システムに基づく。

#07
屋外劣化メカニズム解
明

学術論文
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

ペロブスカイト太陽電池の屋外劣化メカニズムを解明
し、加速老化試験が屋外劣化を再現できることを実証
。T80寿命約15.6ヶ月の予測枠組みを提示。

#08
蘇州大27.3%効率・安
定性

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○

蘇州大学がデュアル分子界面層により逆型PSCで27.3
%高効率と長期安定性を達成。大面積モジュールで21
.54%、2000時間後も初期効率92%を維持。

#09 中国商業化加速 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

CATLとCECEPがペロブスカイト太陽電池の商業化を
加速するため提携を拡大。中国政府もGCL Optoelectr
onics等のプロジェクトを支援し、産業化を強力に推
進。

#10
GRC会議：安定性に焦
点

会議告知
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○

ゴードン・リサーチ・カンファレンスが2026年に「
非従来型半導体とその応用」会議を開催。ペロブスカ
イト太陽電池の安定性と劣化メカニズムに焦点。

#11 ISFH EU PVSEC発表 会議告知
●●○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○

ISFHが2026年9月のEU PVSECでペロブスカイト層の
表面再結合速度測定や2Dペロブスカイト形成に関する
最新研究を発表すると告知。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#12
Verde新CEO、宇宙市
場へ

企業戦略
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●○○

○

Verde Technologiesが新CEOを任命し、薄膜ペロブ
スカイト太陽電池の商業化と宇宙発電市場への参入を
加速。ロール・ツー・ロール製造でコスト削減を目指
す。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ ペロブスカイト太陽電池の「効率と安定性の両立」は、自社の材料・デバイス設計の前提を覆すか？
中国勢が27%超の効率と2000時間安定性を両立する技術を発表。既存の設計思想や材料選定基準が、この急速な技術進
歩に追随できているか、再評価が急務です。

❷
中国・韓国勢の「商業化加速と世界記録更新」は、日本の太陽電池産業の競争戦略にどう影響するか？
LONGiが34.85%効率、Trinasolarが907Wモジュールを達成し、Hanwha Qcellsは政府支援で量産化へ。中国政府もCA
TLと連携し産業化を強力推進。日本の技術開発・市場投入戦略の見直しが必要か？

❸ 「加速劣化試験の信頼性向上」は、ペロブスカイト太陽電池の製品開発サイクルをどれだけ短縮し得
るか？
ドイツの研究が加速劣化試験と屋外劣化の相関性を実証し、寿命予測の信頼性が向上。これにより、開発期間の短縮と品
質保証の強化が期待されるが、自社の評価体制は対応可能か？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

高効率化安定性向上

中国攻勢

韓国量産化

劣化評価

薄膜タンデム

宇宙市場

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 高効率化 注意 発電コスト低減 競争激化、技術追随困難

● 安定性向上 注意 製品寿命延長 材料・プロセス革新

● 中国攻勢 脅威大 部材供給機会（限定的） 市場シェア喪失

● 韓国量産化 脅威大 — 競合優位性確立

● 劣化評価 機会大 開発期間短縮、品質保証 —

● 薄膜タンデム 機会大 新規用途開拓 —

● 宇宙市場 参考 ニッチ市場開拓 —
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深掘り ① ― LONGi、34.85%効率で世界記録更新
#04 | 2026/06/29 | LONGi | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●● データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●○

太陽光発電大手LONGiが、ペロブスカイト/結晶シリコン2端子タンデム太陽電池でNREL認証34.85%の世界最高変換
効率を達成。これは単一接合シリコン太陽電池の理論限界（約29%）を大幅に超える画期的な成果です。ペロブスカイ
ト材料組成の最適化、界面パッシベーション、精密な光学的設計により、広範囲の太陽光スペクトルを効率的に捕捉し
ています。

2端子構造は製造の簡素化とモジュール統合の容易さを維持しつつ高効率を実現。この成果は研究室レベルですが、LO
NGiのような大手企業が主導することで、高効率ペロブスカイトタンデム技術の早期商業化に向けた具体的な進展を示
しています。太陽光発電のコスト削減と普及加速に大きく貢献する可能性があります。

▶ 技術者の視点

LONGiによる34.85%の世界記録更新は、ペロブスカイトタンデム技術のポテンシャルを改めて示すも
のです。NREL認証という信頼性の高いデータであり、その数値の妥当性は高いと評価できます。しかし
、これは小面積セルでの記録であり、大規模モジュールでの同等効率達成にはまだ技術的な課題が山積
しています。特に、大面積での均一な成膜、長期信頼性、そして製造コストの最適化が未解決課題です
。 【機会】日本の材料メーカーにとっては、高効率化に貢献する新規材料（ペロブスカイト材料、界面
材料、封止材など）の開発・供給機会が生まれます。また、日本の太陽電池メーカーは、この技術をベ
ンチマークとして、自社のR&D;戦略を見直す良い機会です。 【脅威】中国勢が効率競争をリードし続
けることで、日本の太陽電池産業がグローバル市場での競争力を失うリスクが高まります。特に、タン
デム技術の量産化で先行されると、技術的優位性を確立するのが困難になるでしょう。 次のアクション
として、【R&D;部門】は、この記録達成の技術的詳細を深掘りし、自社のタンデム技術開発ロードマッ
プに反映させるべきです。特に、界面制御技術や光学的設計に関する研究を強化する必要があります。

深掘り ② ― Trinasolar、907Wモジュールで記録
#06 | 2026/07/02 | PR Newswire | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●○

Trinasolarは、ペロブスカイト/結晶シリコンタンデムモジュールで907Wの電力出力と29.2%の全面積効率を達成し、
新たな世界記録を樹立しました。これは同社の210mm大面積タンデムセル技術システムに基づいており、ペロブスカ
イト薄膜の均一性、界面パッシベーション、スペクトル吸収整合性の改善によって達成されました。

この成果は、研究室レベルの小面積セルではなく、商業規模に近い大面積モジュールでの実用性を示唆するものです。
大規模太陽光発電プロジェクトやスペース制約のある設置環境において、設置面積あたりの発電量を最大化し、システ
ムの総設置コスト（LCOE）をさらに低減する可能性を秘めています。
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▶ 技術者の視点

Trinasolarによる907W出力と29.2%全面積効率の達成は、モジュールレベルでのペロブスカイトタン
デム技術の成熟度を示す重要な指標です。210mmという大面積でのこの性能は、実用化に向けた大き
な一歩であり、数値の妥当性は高いと考えられます。ただし、長期信頼性データや量産時の歩留まり、
コストに関する情報はまだ限定的であり、これらの課題解決が商業化の鍵となります。 【機会】日本の
部品メーカーやシステムインテグレーターは、高出力モジュールに対応した周辺機器や設置技術の開発
で新たなビジネスチャンスを得られます。また、高効率化による設置面積削減は、都市部や屋根上設置
など、日本の限られた土地での太陽光発電導入を加速させる可能性があります。 【脅威】中国の主要メ
ーカーがモジュールレベルで先行することで、日本の太陽電池メーカーは市場競争で不利な立場に置か
れる可能性があります。特に、量産技術とコスト競争力で差をつけられると、挽回は困難になるでしょ
う。 【半導体PKG/EV設計部門】は、この高出力モジュールが既存の電力システムやEV充電インフラに
与える影響を評価し、将来の設計に組み込む可能性を検討すべきです。
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深掘り ③ ― 蘇州大、27.3%効率と長期安定性
#08 | 2026/07/03 | PV Magazine | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●○

中国の蘇州大学は、デュアル分子界面層を用いた逆型ペロブスカイト太陽電池で27.3%の高効率を達成しました。この
革新的な設計は、分子の秩序を固定し、欠陥とストレスを抑制することで、電荷抽出と界面安定性を大幅に向上させま
す。さらに、766 cm²の大面積モジュールでも21.54%の効率を記録し、2000時間の連続光照射後も初期効率の92%
を維持する優れた動作安定性を示しました。

この成果は、ペロブスカイト太陽電池の商業化における主要課題である高効率と長期安定性の両立に大きく貢献するも
のです。デュアル分子界面層という新しいアプローチは、熱、湿度、光、動作バイアスといった外部環境ストレスに対
するデバイスの堅牢性を高め、実用化に向けた重要なブレークスルーとなります。

▶ 技術者の視点

蘇州大学のデュアル分子界面層による27.3%効率と2000時間92%維持という安定性は、ペロブスカイ
ト太陽電池の最大の課題である「安定性」に具体的な解決策を提示するもので、数値の信頼性は高いと
評価できます。特に、大面積モジュールでの効率維持と安定性データは、研究室レベルを超えた実用化
への期待を高めます。しかし、この界面層の量産性、コスト、そして長期（10年単位）での安定性検証
が今後の課題です。 【機会】日本の材料メーカーにとっては、このデュアル分子界面層に用いられる新
規分子材料や、同様の機能を持つ高分子材料の開発に大きなビジネスチャンスがあります。界面制御技
術は、日本の得意とする精密化学分野と親和性が高いです。 【脅威】中国の研究機関が、効率だけでな
く安定性においても世界をリードする技術を次々と発表しており、日本の研究開発が後れを取るリスク
があります。特に、基礎研究から応用研究へのスピード感で差をつけられると、技術的な優位性を確立
するのが難しくなります。 【R&D;部門】は、このデュアル分子界面層のメカニズムを詳細に分析し、
自社の界面制御技術や添加剤開発に活かすための研究プロジェクトを立ち上げるべきです。特に、高分
子材料や有機化学の専門家との連携が不可欠です。

その他の注目記事
中国科学院、GSH添加で効率・安定性向上（EurekAlert!）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

グルタチオン添加による効率26.17%と安定性向上は、材料設計による性能改善の可能性を示す。日本の材料メーカー
は類似添加剤を検討すべき。

CATLとCECEPがペロブスカイト商業化加速、中国政府も支援（Perovskite-Info）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

中国政府と大手企業（CATL）の強力な連携は、ペロブスカイト太陽電池の産業化を世界的に加速させる。日本の製造
業は中国の動向を注視し、サプライチェーンへの影響を評価すべき。

Hanwha Qcells、韓国政府主導の商業規模タンデムモジュール開発を主導（Perovskite-Info）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●○

韓国も政府主導で商業規模タンデムモジュールの開発を加速。2029年商業化目標は、日本の太陽電池メーカーにとっ
て強力な競合となる可能性が高い。

ドイツの研究、加速劣化試験が屋外寿命予測に有用（Mirage News）
技術新規性●●●○○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

加速劣化試験が屋外劣化を再現できるという知見は、ペロブスカイト太陽電池の開発サイクル短縮と信頼性評価の向上
に貢献。日本の評価技術にも応用可能。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】最新の効率・安定性記録（LONGi 34.85%、蘇州大 27.3% & 2000h安定性）をベンチマークし、自
社技術とのギャップを評価。特にタンデム型、界面制御、添加剤技術に注目し、緊急会議を開催。

• 【経営企画】中国・韓国勢（CATL/CECEP、Hanwha Qcells）の商業化戦略と政府支援の規模を分析し、自社
の市場投入計画および競争戦略への影響を評価。競合分析レポートを作成。

• 【調達】ペロブスカイト材料サプライヤーの動向調査を開始。特に、高効率・高安定性材料の開発状況と潜在的
な供給リスクを洗い出す。

▍短期（1ヶ月）
• 【R&D;】ドイツの研究成果を参考に、加速劣化試験の評価手法を再検討。屋外環境との相関性検証を強化し、
開発サイクル短縮に繋げるためのプロトコル改訂に着手。

• 【材料開発】グルタチオンやデュアル分子界面層のような安定性向上技術の基礎研究に着手。特に、日本の得意
とする精密化学技術を活かした新規添加剤や界面材料の探索を開始。

• 【半導体PKG/EV設計】高効率・軽量なペロブスカイト太陽電池の適用可能性について、既存製品（EVルーフ、
IoTデバイス、建材一体型など）への統合シナリオを検討し、技術ロードマップへの組み込みを議論。

▍中長期（四半期〜）
• 【経営戦略】ペロブスカイト太陽電池の量産化に向けた投資計画を策定。特にタンデム型、フレキシブル型、特
殊用途（宇宙など）の市場参入戦略を検討し、M&A;や提携の可能性も視野に入れる。

• 【R&D;】長寿命化技術（20年目標）のロードマップを策定し、材料、デバイス構造、封止技術の複合的な開発
を推進。国際共同研究やオープンイノベーションの機会を模索。

• 【標準化部門】国際的なペロブスカイト太陽電池の性能・信頼性評価基準策定への参画を検討。日本の技術的知
見を反映させ、将来の市場における競争優位性を確保する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-07-05
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収録記事一覧

#01 ドイツの研究、ペロブスカイト太陽電池の加速劣化試験が屋外での寿命予測に有用であることを
示す

#02 中国科学院、グルタチオン添加で逆型ペロブスカイト太陽電池の効率26.17%と安定性を大幅向

上

#03 Hanwha Qcells、韓国政府主導の商業規模ペロブスカイト/シリコンタンデムモジュール開発プ
ロジェクトを主導

#04 LONGi、ペロブスカイト/結晶シリコン2端子タンデム太陽電池で34.85%の世界最高変換効率を
達成

#05 ドイツの研究者、ペロブスカイト-CIGSタンデム太陽電池で世界記録25.5%の変換効率を達成

#06 Trinasolar、ペロブスカイト/結晶シリコンタンデムモジュールで907W出力と29.2%全面積効率
の世界記録を達成

#07 ドイツの研究、ペロブスカイト太陽電池の屋外劣化メカニズムを解明し、寿命15.6ヶ月の予測枠
組みを提示

#08 中国の蘇州大学、デュアル分子界面層により逆型ペロブスカイト太陽電池で27.3%効率と長期安

定性を達成

#09 CATLとCECEPがペロブスカイト太陽電池の商業化を加速するため戦略的提携を拡大、中国政府
もGCL Optoelectronics等のプロジェクトを支援

#10 ゴードン・リサーチ・カンファレンス、2026年に「非従来型半導体とその応用」会議を開催、
ペロブスカイト太陽電池の安定性に焦点

#11 ISFH、2026年9月のEU PVSECでペロブスカイト層の表面再結合速度測定など最新研究を発表

#12 Verde Technologies、Jean-Noël Poirier氏をCEOに任命し薄膜ペロブスカイト太陽電池の商業
化と宇宙市場参入を加速



#01 ドイツの研究、ペロブスカイト太陽電池の加速劣化試
験が屋外での寿命予測に有用であることを示す

概要

ドイツのヘルムホルツ・センター・ベルリン（HZB）の研究チームは、ペロブスカイ
ト太陽電池（PSC）の加速劣化試験が、実際の屋外環境での劣化プロセスを高い精度
で再現し、寿命予測に有効であることをJoule誌で発表しました。この研究では、相分

離、銅腐食、エッジパターンという主要な劣化メカニズムが特定され、これらが加速
試験下で再現可能であることが示されました。これにより、PSCの長期安定性評価に
おける加速試験の信頼性が向上し、商業展開への道筋が明確になります。今回の知見

は、新たな材料やデバイス構造の開発において、より迅速かつ正確な耐久性評価を可
能にするため、業界全体の技術開発を加速させるでしょう。

公開日 2026年06月25日  Mirage News  ドイツ



詳細

主要成果

ドイツのヘルムホルツ・センター・ベルリン（HZB）とHTWベルリンの研究チームは、
ペロブスカイト太陽電池（PSC）の加速劣化試験が、実際の屋外環境での劣化プロセス
を正確に反映し、長期寿命の予測に有効であることをJoule誌で発表しました。この研
究は、自然環境下で20ヶ月以上経過したPSCと人工的に加速劣化させたPSCを比較する
ことで、相分離、銅腐食、エッジパターンという3つの主要な劣化メカニズムが特定さ
れ、これらの現象が加速試験で再現可能であることを明らかにしました。

技術・臨床詳細

研究チームは、異なる種類のPSCを実際の屋外環境と、高温、高湿度、光照射、電気的
バイアスといった様々な加速条件下のラボで試験しました。結果として、屋外での劣化
と加速劣化試験での劣化パターンが非常に類似していることが確認されました。特に、
相分離はカチオン移動によって引き起こされ、熱的および電気的ストレスによって加速
される主要な劣化経路であることが示されました。この知見は、加速試験で観察される
劣化が実際の屋外環境で発生するメカニズムと一致することを裏付け、加速劣化試験が
PSCの商業化における信頼性のボトルネックを解消するための強力なツールであること
を示しています。

背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、高い電力変換効率と低コスト製造の可能性から次世代太陽
電池として注目されていますが、長期安定性の問題が商業化への大きな課題とされてき
ました。これまでの加速劣化試験は、その予測精度に疑問符が付けられることがあり、
実際の寿命評価との乖離が懸念されていました。本研究は、この課題に対し、加速試験
が実際の劣化メカニズムを捕捉できることを実証した点で画期的です。これにより、開
発サイクルが短縮され、市場投入までの期間が大幅に削減される可能性を秘めていま
す。



今後の展望

今回の研究成果は、PSCの長期安定性評価に新たな基準を確立し、信頼性の高い寿命予
測を可能にします。これにより、メーカーは製品の品質保証を強化し、消費者や投資家
はPSC技術への信頼を高めることができるでしょう。今後は、さらに広範な環境条件下
での検証や、異なる材料・デバイス構造への適用を通じて、PSCの安定性向上と商業展
開が加速されることが期待されます。

元記事: https://www.miragenews.com/perovskite-solar-cells-long-term-stability-1699394/

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.miragenews.com/perovskite-solar-cells-long-term-stability-1699394/


#02 中国科学院、グルタチオン添加で逆型ペロブスカイト
太陽電池の効率26.17%と安定性を大幅向上

概要

中国科学院合肥物質科学研究院の研究チームは、グルタチオン（GSH）添加剤を用い
た新しい相乗戦略により、逆型ペロブスカイト太陽電池の電力変換効率（PCE）と安定
性を大幅に向上させました。最適化されたデバイスは26.17%のPCEを達成し、12.50

cm²のミニモジュールでも23.14%の効率を記録しました。このアプローチは、界面特
性の調整と膜質の改善を通じて、熱、湿度、紫外線下での動作安定性を高め、ペロブ
スカイト太陽電池の商業化における重要な課題を解決するものです。化学的保護とレ

ドックス自己修復メカニズムを組み込むことで、環境劣化を効果的に緩和し、製品寿
命の延長に貢献します。

公開日 2026年06月25日  EurekAlert!  中国



詳細

主要成果

中国科学院合肥物質科学研究院の研究チームは、グルタチオン（GSH）添加剤を導入し
た革新的な相乗戦略により、逆型ペロブスカイト太陽電池（PSC）の電力変換効率
（PCE）を26.17%へと飛躍的に向上させました。さらに、この技術は12.50 cm²のミニモ
ジュールでも23.14%という高い効率を達成し、熱、湿度、紫外線といった厳しい環境条
件下での動作安定性も同時に大幅に改善することに成功しました。

技術・臨床詳細

研究チームは、グルタチオンをペロブスカイト層に添加することで、界面特性の精密な
調整と膜質の顕著な改善を実現しました。グルタチオンは、PSCの内部で化学的保護剤
として機能し、またレドックス自己修復メカニズムを活性化させます。これにより、デ
バイス内部での欠陥形成が抑制され、イオン移動が最小限に抑えられるため、デバイス
の安定性が向上します。この多機能なアプローチは、電子輸送層とペロブスカイト層の
間の電荷抽出効率を高め、同時に環境ストレスに対する耐性を強化します。これによ
り、従来のPSCが抱えていた長期安定性の課題に対する、実現性の高い解決策が提供さ
れます。

背景・業界文脈

ペロブスカイト太陽電池は、その高い効率と低コストでの製造可能性から、太陽光発電
市場のゲームチェンジャーとして期待されています。しかし、特に水蒸気や熱、紫外線
といった環境要因に対する安定性の不足が、その商業化を阻む主要な課題でした。本研
究で開発されたグルタチオン戦略は、これらの課題に直接対処し、効率と安定性の両面
で顕著な進歩をもたらすものです。特に、大規模モジュールでの高い効率達成は、実用
化に向けた大きな一歩となります。



今後の展望

この新しい戦略は、ペロブスカイト太陽電池の実用化を加速する強力な手段となるでし
ょう。環境ストレス耐性の向上は、製品寿命の延長に直結し、結果として太陽光発電シ
ステムの総所有コスト（LCOE）を削減する可能性を秘めています。今後、この技術を
さらに大規模な製造プロセスへスケールアップし、実際の屋外環境下での長期性能評価
が鍵となるでしょう。グルタチオンのような多機能添加剤の開発は、将来のペロブスカ
イト太陽電池技術の方向性を示す重要なマイルストーンとなります。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1133758

収集日: 2026年07月03日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1133758



